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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  簡単な構成により、診断用画像を動画として
取得するための照明光を発することが可能な光源部を備
えた電子内視鏡装置を、提供する。
【解決手段】  第１の光源２１１からの白色光は、第１
のホイールＷ１により、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光に順次変換さ
れる。第２の光源２１２からの励起光は、第２のホイー
ルＷ２を通過する。そして、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光と、励起
光とは、各シャッタＳ１，Ｓ２により切り換えられてプ
リズム２１３へ向かう。即ち、プリズム２１３へは、Ｇ
光，Ｂ光，Ｒ光，励起光が、順次入射する。このプリズ
ム２１３を透過したＧ光，Ｂ光，Ｒ光の光路と、このプ
リズム２１３により反射された励起光の光路とは、一致
している。このため、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，励起光は、順
次繰り返しライトガイド１４へ入射する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】基端面から入射した光を先端面から射出す
ることにより、被検体を照明するライトガイドと、
可視光を発する可視光源と、
生体の自家蛍光を励起する励起光を発するとともに、発
した励起光が、前記可視光源から発せられた可視光の光
路に対して、所定の交差位置において交差するように配
置された励起光源と、
前記交差位置に配置され、前記可視光及び励起光の各入
射光を前記ライトガイドの基端面に向けて出射する光学
部材と、
前記光学部材へ、前記可視光のみを入射させるか，又
は，前記励起光のみを入射させる切換機構と、
前記ライトガイドにより照明された被検体表面からの光
のうちの励起光以外の成分を収束させて、この被検体表
面の像を形成する対物光学系と、
前記対物光学系によって形成された被検体表面の像を撮
像して画像信号に変換する撮像素子と、
前記切換機構を制御して前記可視光と前記励起光とを、
交互に繰り返して前記ライトガイドへ入射させるととも
に、前記撮像素子により取得された画像信号のうち、前
記ライトガイドへ可視光を入射させている期間に対応す
る部分に基づいて動画表示用の通常画像データを生成
し、前記ライトガイドへ励起光を入射させている期間に
対応する部分に基づいて動画表示用の蛍光画像データを
生成し、前記通常画像データから参照画像データを取得
し、取得した参照画像データと前記蛍光画像データとに
基づいて、特定画像データを抽出し、抽出した特定画像
データを前記通常画像データに重ね合わせることによ
り、動画表示用の診断用画像データを生成するプロセッ
サとを備えたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】基端面から入射した光を先端面から射出す
ることにより、被検体を照明するライトガイドと、
可視光の帯域の成分及び生体の自家蛍光を励起する励起
光の帯域の成分を含んだ光を発する光源と、この光源か
ら発せられた光のうちの可視光の帯域の成分と励起光の
帯域の成分とを分離させる分離素子と、
前記分離素子により分離された可視光及び励起光を個別
に導くとともに、これら可視光及び励起光を、所定の交
差位置において交差させるように射出する導光部と、
前記交差位置に配置され、前記可視光及び励起光の各入
射光を前記ライトガイドの基端面に向けて出射する光学
部材と、
前記光学部材へ、前記可視光のみを入射させるか，又
は，前記励起光のみを入射させる切換機構と、
前記ライトガイドにより照明された被検体表面からの光
のうちの励起光以外の成分を収束させて、この被検体表
面の像を形成する対物光学系と、
前記対物光学系によって形成された被検体表面の像を撮
像して画像信号に変換する撮像素子と、
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前記切換機構を制御して前記可視光と前記励起光とを、
交互に繰り返して前記ライトガイドへ入射させるととも
に、前記撮像素子により取得された画像信号のうち、前
記ライトガイドへ可視光を入射させている期間に対応す
る部分に基づいて動画表示用の通常画像データを生成
し、前記ライトガイドへ励起光を入射させている期間に
対応する部分に基づいて動画表示用の蛍光画像データを
生成し、前記通常画像データから参照画像データを取得
し、取得した参照画像データと前記蛍光画像データとに
基づいて、特定画像データを抽出し、抽出した特定画像
データを前記通常画像データに重ね合わせることによ
り、動画表示用の診断用画像データを生成するプロセッ
サとを備えたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項３】円板状に形成されるとともに、緑色光のみ
を透過させるＧフィルタ，青色光のみを透過させるＢフ
ィルタ，及び，赤色光のみを透過させるＲフィルタが、
その周方向に沿って夫々配列され、回転することによ
り、そのＧフィルタ，Ｂフィルタ，及びＧフィルタを、
順次、前記可視光の光路中に挿入する第１のホイール
を、さらに備え、
前記プロセッサは、前記切換機構が前記ライトガイドへ
可視光を入射させている場合に、前記第１のホイールの
Ｇフィルタが光路中に挿入されている際に前記撮像素子
から得られる画像信号，前記第１のホイールのＢフィル
タが光路中に挿入されている際に前記撮像素子から得ら
れる画像信号，及び，前記第１のホイールのＲフィルタ
が光路中に挿入されている際に前記撮像素子から得られ
る画像信号に基づき、カラー動画表示用の通常画像デー
タを生成することを特徴とする請求項１又は２記載の電
子内視鏡装置。
【請求項４】前記プロセッサは、前記切換機構が前記ラ
イトガイドへ可視光を入射させている場合に、前記ホイ
ールのＲフィルタが光路中に挿入されている際に前記撮
像素子から得られる画像信号に基づき、参照画像データ
を生成することを特徴とする請求項３記載の電子内視鏡
装置。
【請求項５】円板状に形成されるとともに、その周方向
に沿った所定の長さの領域に励起光を透過させる開口が
形成され、回転することにより、その開口を、前記励起
光の光路中に間欠的に挿入する第２のホイールを、さら
に備え、
前記プロセッサは、前記切換機構が前記ライトガイドへ
励起光を入射させている場合に、前記ホイールの開口が
光路中に挿入されている際に前記撮像素子から得られる
画像信号に基づき、動画表示用の蛍光画像データを生成
することを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の
電子内視鏡装置。
【請求項６】前記プロセッサにおいて生成された画像デ
ータを動画表示する表示装置を、さらに備えたことを特
徴とする請求項１～５のいずれかに記載の電子内視鏡装
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置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体から発せられ
る自家蛍光に基づいて体腔内を撮像して、生体が正常で
あるか異常であるかの診断に供される画像データを取得
する電子内視鏡装置に、関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、所定の励起光を照射した時に生体
から発せられる蛍光（自家蛍光）を観察可能な電子内視
鏡装置が、利用されている。この電子内視鏡装置は、可
視光を発するだけでなく生体の自家蛍光を励起する励起
光を発する光源部を、備えている。この励起光として
は、通常、紫外光が用いられている。
【０００３】この励起光が照射された生体組織は、自家
蛍光を発する。なお、病変が生じた組織から発せられる
自家蛍光は、正常な組織から発せられる自家蛍光に比べ
て、弱いことが知られている。そこで、この電子内視鏡
装置は、その光源部から発せられる励起光を生体組織に
照射し、この生体組織から発せられる自家蛍光の強度に
基づき、蛍光画像を作成してモニタに表示する。なお、
この蛍光画像において、正常な組織は明るく、病変が生
じた組織は暗くなっている。そして、術者は、この蛍光
画像を観察し、他の部分よりも暗い部分を病変部分であ
ると判定する。
【０００４】但し、この蛍光画像において暗くなった領
域は、病変部分だけではない。即ち、組織の形状や内視
鏡先端から突出した鉗子等により、部分的に陰影が形成
されてしまうことがあり、この陰影部分も、蛍光画像に
おいて暗くなってしまう。このため、術者は、陰影部分
と病変部分とを区別することが困難である。
【０００５】そこで、病変部分を識別可能にした診断用
画像を生成する内視鏡装置が、提案されている。この電
子内視鏡装置の光源部は、緑色光（Ｇ光），青色光（Ｂ
光），及び赤色光（Ｒ光），並びに，所定波長の可視光
である参照光，及び励起光を、順次繰り返して発する。
発せられたこれらの光は、内視鏡のライトガイドを通じ
て導かれ、生体組織に対して照射される。
【０００６】そして、内視鏡装置の対物光学系は、光源
部のＧ光，Ｂ光，及びＲ光射出期間に、これら各Ｇ光，
Ｂ光，及びＲ光による被検体像を結ぶ。当該被検体像
は、内視鏡装置のＣＣＤにより画像信号に変換される。
得られた画像信号は、内視鏡装置のプロセッサに取得さ
れて合成され、カラー画像が得られる。
【０００７】一方、内視鏡装置の対物光学系は、光源部
の参照光射出期間に、この参照光による被検体像を結
ぶ。また、内視鏡装置の対物光学系は、光源部の励起光
射出期間に、生体の自家蛍光による像を結ぶ。これらの
被検体像は、内視鏡装置のＣＣＤにより画像信号に変換
される。得られた画像信号は、内視鏡装置のプロセッサ
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により取得される。そして、このプロセッサは、自家蛍
光による画像信号から、参照光による画像信号を減算す
ることにより、病変により自家蛍光が弱くなっている部
分のみを抽出する。
【０００８】即ち、被検体の自家蛍光による蛍光画像か
ら、被検体の参照光による参照画像が差し引かれること
により、病変により自家蛍光が弱くなっている部分のみ
が、残ることになる。
【０００９】さらに、プロセッサは、この自家蛍光が弱
くなっている部分を所定の色に設定するとともに、カラ
ー画像に重ね合わせることにより、診断用画像を作成す
る。そして、術者は、この診断用画像を観察することに
より、陰影部分と病変部分とを区別することができ、さ
らに、この病変部分の位置を容易に認識することができ
る。
【００１０】以下、図８を参照し、この電子内視鏡装置
の光源部について、さらに説明する。この光源部は、白
色光を発する第１の光源８１，及び，励起光の帯域及び
参照光の帯域の成分を含んだ光を発する第２の光源８２
を、備えている。第１の光源８１から発せられた白色光
の光路上には、第１のホイール８３，第１のシャッタ８
４，プリズム８５，絞り８６，及び，集光レンズＣが、
順に配置されている。
【００１１】図９は、従来のホイールの構成図である。
この図９の（ａ）に示されるように、第１のホイール８
３は、円板状に形成され、その外周近傍のリング状領域
に、３つの開口が形成されている。これら各開口には、
Ｇ光を透過させるＧフィルタ８３Ｇ，Ｂ光を透過させる
Ｂフィルタ８３Ｂ，及び，Ｒ光を透過させるＲフィルタ
８３Ｒが、夫々填め込まれている。
【００１２】そして、この第１のホイール８３は、図示
せぬモータに連結されており、このモータに駆動されて
回転する。なお、この第１のホイール８３は、回転する
ことにより、第１の光源８１から発せられた白色光の光
路上に、各フィルタ８３Ｇ，８３Ｂ，８３Ｒを順次挿入
するように、配置されている。
【００１３】そして、第１の光源８１から発せられた白
色光は、この第１のホイール８３の各フィルタ８３Ｇ，
８３Ｂ，８３Ｒにより、順次Ｇ光，Ｂ光，及びＲ光に変
換される。変換された光は、第１のシャッタ８４へ向
う。この第１のシャッタ８４は、入射した光を遮断又は
通過させることができる。この第１のシャッタ８４を通
過した光は、第１のプリズム８５を透過して、絞り８６
により光量調節される。この絞り８６により光量調節さ
れた光は、集光レンズＣによりライトガイド８７の端面
に収束する。
【００１４】一方、第２の光源８２から発せられた光の
光路上には、第２のプリズム８８が配置されている。そ
して、この第２の光源８２から発せられた光は、第２の
プリズム８８により、透過光及び反射光に二分される。
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【００１５】この第２のプリズム８８を透過した透過光
の光路上には、励起光フィルタ８９，第２のホイール９
０，第３のプリズム９１，及び，第２のシャッタ９２
が、順に配置されている。そして、この第２のプリズム
８８を透過した透過光は、励起光フィルタ８９へ向う。
この励起光フィルタ８９は、入射した光から励起光の成
分のみを抽出して透過させる。透過した励起光は、第２
のホイール９０へ向う。
【００１６】図９の（ｂ）に示されるように、この第２
のホイール９０は、円板状に形成され、その外周近傍の
リング状領域の半周以上に亘って、１つの開口が形成さ
れている。この開口には、励起光を透過させる透明部材
が填め込まれている。そして、この第２のホイール９０
は、図示せぬモータに連結されており、このモータに駆
動されて回転する。なお、この第２のホイール９０は、
励起光の光路上に、その開口を挿入可能に配置されてい
る。
【００１７】この第２のホイール９０の開口を透過した
励起光は、第３のプリズム９１を透過して、第２のシャ
ッタ９２へ向う。この第２のシャッタ９２は、入射した
光を遮断又は通過させることができる。そして、この第
２のシャッタ９２を通過した光は、第１のプリズム８５
により反射され、以降、上記のＧ光，Ｂ光，及びＲ光の
光路と同じ光路を進み、ライトガイド８７へ入射する。
【００１８】一方、第２のプリズム８８により反射され
た反射光の光路上には、第１のミラー９３，参照光フィ
ルタ９４，第３のホイール９５，及び，第２のミラー９
６が、順に配置されている。そして、第２のプリズム８
８により反射された反射光は、第１のミラー９３により
反射され、参照光フィルタ９４へ向かう。この参照光フ
ィルタ９４は、入射した光から参照光の成分のみを抽出
して透過させる。透過した参照光は、第３のホイール９
５へ向う。
【００１９】図９の（ｃ）に示されるように、第３のホ
イール９５は、円板状に形成され、その外周近傍のリン
グ状領域に、１つの開口が形成されている。この開口に
は、参照光を透過させる透明部材が填め込まれている。
そして、この第３のホイール９５は、図示せぬモータに
連結されており、このモータに駆動されて回転する。な
お、この第３のホイール９５は、参照光フィルタ９４を
透過した参照光の光路上に、その開口を挿入可能に配置
されている。
【００２０】この第３のホイール９５の開口を透過した
参照光は、第２のミラー９６により反射される。この第
２のミラー９６により反射された参照光は、第３のプリ
ズム９１により反射され、以降、上記の励起光の光路と
同じ光路を進み、ライトガイド８７へ入射する。
【００２１】なお、第３のホイール９５は、第２のホイ
ール９０が励起光を遮断している期間中にのみ、参照光
を透過させる。また、第１のシャッタ８４がＧ光，Ｂ
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光，Ｒ光を通過させている期間中には、第２のシャッタ
９２は、励起光と参照光とを遮断している。逆に、第２
のシャッタが励起光と参照光とを通過させている期間中
には、第１のシャッタ８４は、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光を遮断
している。そして、第１のシャッタ８４がＧ光，Ｂ光，
Ｒ光を１回ずつ通過させた後に、第２のシャッタ９２が
励起光と参照光とを１回ずつ通過させる。このため、ラ
イトガイド８７へは、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，励起光，及び
参照光が、順次繰り返し入射する。
【００２２】このライトガイド８７に入射した光は、該
ライトガイド８７に導かれて被検体へ向けて射出され
る。このため、被検体は、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，励起光，
及び参照光により、順次繰り返し照射される。
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】このような電子内視鏡
装置において、その光源部は、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，励起
光，及び参照光を、順次繰り返して、ライトガイド８７
へ入射させなければならない。従って、この光源部にお
ける光路系は、３つのプリズムを含んだ複雑な構成にな
ってしまう。このように光路系が複雑になると、ライト
ガイド８７に入射する光が弱まってしまう。なお、生体
の自家蛍光の強度は微弱であるため、充分な強度の励起
光が照射されていないと、観測に必要な強度の自家蛍光
が得られない。従来の光源部では、充分な強度の励起光
を射出することができないので、必要な強度の自家蛍光
が得られなかった。
【００２４】また、光源部における光路系が複雑である
と、製造時の工数が多くなるだけでなく、各光学部材の
光軸調整に手間がかかってしまう。このため、製品のコ
ストを低く抑えることが難しい。
【００２５】そこで、簡単な構成により各種の照明光を
発することが可能な光源部を備えた電子内視鏡装置を提
供することを、本発明の課題とする。
【００２６】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
装置は、上記課題を解決するために、以下のような構成
を採用した。
【００２７】即ち、基端面から入射した光を先端面から
射出することにより、被検体を照明するライトガイド
と、可視光を発する可視光源と、生体の自家蛍光を励起
する励起光を発するとともに、発した励起光が、前記可
視光源から発せられた可視光の光路に対して、所定の交
差位置において交差するように配置された励起光源と、
前記交差位置に配置され、前記ライトガイドの基端面
へ、前記可視光のみを入射させるか，又は，前記励起光
のみを入射させる切換機構と、前記ライトガイドにより
照明された被検体表面からの光のうちの励起光以外の成
分を収束させて、この被検体表面の像を形成する対物光
学系と、前記対物光学系によって形成された被検体表面
の像を撮像して画像信号に変換する撮像素子と、前記切
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7
換機構を制御して前記可視光と前記励起光とを、交互に
繰り返して前記ライトガイドへ入射させるとともに、前
記撮像素子により取得された画像信号のうち、前記ライ
トガイドへ可視光を入射させている期間に対応する部分
に基づいて動画表示用の通常画像データを生成し、前記
ライトガイドへ励起光を入射させている期間に対応する
部分に基づいて動画表示用の蛍光画像データを生成し、
前記通常画像データから参照画像データを取得し、取得
した参照画像データを、前記蛍光画像データから差し引
くことにより、特定画像データを抽出し、抽出した特定
画像データを前記通常画像データに重ね合わせることに
より、動画表示用の診断用画像データを生成するプロセ
ッサとを、備えたことを特徴とする。
【００２８】このように構成されると、単独の参照光射
出用の光学系がなくとも、通常画像データから参照画像
データを得ることができる。従って、参照画像を用いて
病変部のみを抽出して診断用画像データを生成すること
が可能であるにも拘らず、励起光を損失することがない
シンプルな照明光学系を実現することができる。
【００２９】なお、切換機構は、可視光と励起光との光
路を結合するプリズム又はダイクロイックミラーと、こ
れら可視光と励起光とを夫々遮断可能なシャッタであっ
てもよい。また、この切換機構は、交差位置に挿抜され
る切換ミラーであってもよい。
【００３０】また、本発明による電子内視鏡装置は、基
端面から入射した光を先端面から射出することにより、
被検体を照明するライトガイドと、可視光の帯域の成分
及び生体の自家蛍光を励起する励起光の帯域の成分を含
んだ光を発する光源と、この光源から発せられた光のう
ちの可視光の帯域の成分と励起光の帯域の成分とを分離
させる分離素子と、前記分離素子により分離された可視
光及び励起光を個別に導くとともに、これら可視光及び
励起光を、所定の交差位置において交差させるように射
出する導光部と、前記交差位置に配置され、前記ライト
ガイドの基端面へ、前記可視光のみを入射させるか，又
は，前記励起光のみを入射させる切換機構と、前記ライ
トガイドにより照明された被検体表面からの光のうちの
励起光以外の成分を収束させて、この被検体表面の像を
形成する対物光学系と、前記対物光学系によって形成さ
れた被検体表面の像を撮像して画像信号に変換する撮像
素子と、前記切換機構を制御して前記可視光と前記励起
光とを、交互に繰り返して前記ライトガイドへ入射させ
るとともに、前記撮像素子により取得された画像信号の
うち、前記ライトガイドへ可視光を入射させている期間
に対応する部分に基づいて動画表示用の通常画像データ
を生成し、前記ライトガイドへ励起光を入射させている
期間に対応する部分に基づいて動画表示用の蛍光画像デ
ータを生成し、前記通常画像データから参照画像データ
を取得し、取得した参照画像データを、前記蛍光画像デ
ータから差し引くことにより、特定画像データを抽出
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し、抽出した特定画像データを前記通常画像データに重
ね合わせることにより、動画表示用の診断用画像データ
を生成するプロセッサとを、備えたことを特徴とする。
【００３１】このように構成されると、単一の光源から
発した光から、可視光及び励起光が得られ、これら可視
光と励起光とが、順次繰り返しライトガイドへ入射す
る。なお、分離素子は、ダイクロイックミラーであって
も、プリズムであってもよい。
【００３２】また、可視光は、その光路に挿入されるホ
イールにより、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光に順次変換されてもよ
い。この場合には、被検体は、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，及び
励起光により順次繰り返し照射される。そして、撮像素
子は、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，及び励起光により順次繰り返
し照射される被検体像を、画像信号に変換する。この画
像信号は、プロセッサにおいて処理され、いわゆる面順
次方式によりカラー動画表示用の通常画像データが取得
されるとともに、動画表示用の蛍光画像が取得される。
なお、プロセッサは、被検体がＲ光により照射されてい
る際に撮像素子から得られる画像信号に基づき、参照画
像データを生成してもよい。
【００３３】
【発明の実施の形態】以下、図面に基づいて本発明の実
施形態による電子内視鏡装置について、説明する。
【００３４】＜第１実施形態＞図１は、本実施形態によ
る電子内視鏡装置の概略構成図である。この図１に示さ
れるように、電子内視鏡装置は、電子内視鏡１，外部装
置（プロセッサ）２，入力装置３，及び表示装置４を、
備えている。
【００３５】まず、電子内視鏡（以下、内視鏡と略記）
１について説明する。この内視鏡１は、生体内に挿入さ
れる可撓管状の挿入部１１，この挿入部１１の基端側に
対して一体に連結された操作部１２，この操作部１２と
外部装置２とを連結するライトガイド可撓管１３を、備
えている。
【００３６】挿入部１１の先端は、硬質部材製の図示せ
ぬ先端部により封止されている。また、この挿入部１１
の先端近傍の所定領域には、図示せぬ湾曲機構が組み込
まれており、当該領域を湾曲させることができる。操作
部１２には、湾曲機構を湾曲操作するためのダイヤル，
及び各種操作スイッチが、設けられている。
【００３７】この内視鏡１の先端部には、少なくとも３
つの貫通孔が穿たれており、これら３つの貫通孔のうち
の２つは、図示せぬ配光レンズ及び対物レンズが夫々填
め込まれることにより、封止されている。なお、他の１
つの貫通孔は、鉗子孔として利用される。さらに、内視
鏡１は、ライトガイド１４を、有している。このライト
ガイド１４は、マルチモード光ファイバが多数束ねられ
てなるファイババンドルである。そして、このライトガ
イド１４は、その先端（出射端）面を配光レンズに対向
させるとともに、挿入部１１，操作部１２，及びライト
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9
ガイド可撓管１３内を引き通されている。
【００３８】このライトガイド可撓管１３は、その一端
が操作部１２に連結しているとともに、その他端側が、
コネクタになっている。このライトガイド可撓管１３
は、そのコネクタを外部装置２のコネクタ受けに嵌合さ
せることにより、内視鏡１と外部装置２とを連結する。
なお、ライトガイド１４の基端（入射端）部分は、コネ
クタの接合面から突出したガイドパイプ内に引き通され
ている。従って、コネクタが外部装置２のコネクタ受け
に接続された場合には、ライトガイド１４の基端部分
は、外部装置２内に入り込む。
【００３９】さらに、内視鏡１は、撮像素子としてのＣ
ＣＤ（charge-coupled device）１５を備えている。そ
して、このＣＣＤ１５における撮像面は、内視鏡１の先
端部が被検体に対向配置された状態において、図示せぬ
対物レンズが当該被検体像を結ぶ位置に、配置されてい
る。なお、この対物レンズからＣＣＤ１５に至る光路中
には、図示せぬ励起光カットフィルタが、挿入配置され
ている。この励起光カットフィルタは、生体の自家蛍光
を励起する励起光として用いられる所定の波長帯域の光
を遮断するフィルタである。なお、これら対物レンズ及
び励起光カットフィルタは、対物光学系に相当する。
【００４０】また、ライトガイド可撓管１３のコネクタ
内には、ＣＣＤドライバ回路１５ａが組み込まれてい
る。このＣＣＤドライバ回路１５ａは、信号線を介して
ＣＣＤ１５と接続されている。
【００４１】次に、外部装置２について説明する。この
外部装置２は、光源部２１，システムコントローラ２
２，タイミングコントローラ２３，画像信号処理部２
４，及びフロントパネルスイッチ２５を、備えている。
光源部２１は、コネクタがコネクタ受けに接合された場
合に、ライトガイド１４の基端（入射端）面に対向する
ように、配置されており、このライトガイド１４内へ照
明光を入射させる。なお、この光源部２１の構成につい
ては、後述する。また、システムコントローラ２２，タ
イミングコントローラ２３，ＣＣＤドライバ回路１５
ａ，及び画像処理部２４は、プロセッサの主要回路部に
相当する。
【００４２】このシステムコントローラ２２は、光源部
２１，タイミングコントローラ２３，フロントパネルス
イッチ２５，及び入力装置３に、夫々接続されている。
そして、このシステムコントローラ２２は、フロントパ
ネルスイッチ２５及び入力装置３から取得した設定内容
に従って、光源部２１及びタイミングコントローラ２３
を、夫々制御する。タイミングコントローラ２３は、光
源部２１，及び画像信号処理部２４に、夫々接続されて
いる。このタイミングコントローラ２３は、当該外部装
置２内における各種処理に必要な基準信号を生成する。
【００４３】なお、このタイミングコントローラ２３
は、ＣＣＤドライバ回路１５ａに導通するコネクタ受け
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内の端子に接続されている。そして、コネクタがコネク
タ受けに接合された場合に、ＣＣＤドライバ回路１５ａ
は、タイミングコントローラ２３から出力された基準信
号を取得するとともに、この基準信号に基づいて駆動信
号を生成し、ＣＣＤ１５へ送信する。なお、ＣＣＤ１５
は、その撮像面上に形成された像を撮像するとともに、
ＣＣＤドライバ回路１５ａから出力された駆動信号に従
って、画像信号として出力する。
【００４４】画像信号処理部２４は、ＣＣＤ１５に導通
するコネクタ受け内の端子に接続されている。そして、
コネクタがコネクタ受けに接合された場合に、この画像
信号処理部２４は、ＣＣＤ１５と接続される。また、こ
の画像信号処理部２４は、パーソナルコンピュータ又は
テレビモニタによりなる表示装置４に接続されている。
この画像信号処理部２４は、タイミングコントローラ２
３から出力された基準信号を取得するとともに、この基
準信号に基づいて、ＣＣＤ１５から出力された画像信号
を取得する。さらに、この画像信号処理部２４は、取得
した画像信号を後述の如く処理して診断用画像を生成
し、表示装置４の画面上に表示させる。
【００４５】次に、この外部装置２における光源部２１
の構成について、図２を参照して説明する。この光源部
２１は、白色光を発する第１の光源２１１，及び，励起
光として利用可能な帯域の成分を含んだ光を発する第２
の光源２１２を、備えている。なお、第１の光源２１１
は可視光源に相当し、第２の光源２１２は励起光源に相
当する。この第１の光源２１１から発せられた白色光の
光路上には、第１のホイールＷ１，第１のシャッタＳ
１，プリズム２１３，絞り２１４，及び，集光レンズＣ
が、順に配置されている。
【００４６】図３は、ホイールの構成図である。この図
３（ａ）に示されるように、第１のホイールＷ１は、円
板状に形成され、その外周近傍のリング状領域に、３つ
の開口が形成されている。これら各開口には、Ｇ光を透
過させるＧフィルタＷ１Ｇ，Ｂ光を透過させるＢフィル
タＷ１Ｂ，及び，Ｒ光を透過させるＲフィルタＷ１Ｒ
が、夫々填め込まれている。
【００４７】そして、この第１のホイールＷ１は、図示
せぬモータに連結されており、このモータに駆動されて
回転する。なお、この第１のホイールＷ１は、回転する
ことにより、第１の光源２１１から発せられた白色光の
光路上に、各フィルタＷ１Ｇ，Ｗ１Ｂ，Ｗ１Ｒを順次挿
入するように、配置されている。
【００４８】そして、第１の光源２１１から平行光とし
て発せられた白色光は、この第１のホイールＷ１の各フ
ィルタＷ１Ｇ，Ｗ１Ｂ，Ｗ１Ｒにより、順次Ｇ光，Ｂ
光，及びＲ光に変換される。変換された光は、第１のシ
ャッタＳ１へ向う。この第１のシャッタＳ１は、入射し
た光を遮断又は通過させることができる。この第１のシ
ャッタＳ１を通過した光は、プリズム２１３へ向う。
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【００４９】このプリズム２１３は、その傾斜面に、可
視光を透過させるとともに励起光を反射させるＵＶ反射
膜が蒸着されている。このため、プリズム２１３に入射
した可視光（Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光）は、当該プリズム２１
３を透過して、絞り２１４へ向う。この絞り２１４によ
り光量調節された光は、集光レンズＣによりライトガイ
ド１４の基端面に収束する。
【００５０】一方、第２の光源２１２は、該光源２１２
から平行光として発せられた光の光路が、第１のシャッ
タＳ１を通過した光の光路と、プリズム２１３の傾斜面
において直交するように、配置されている。なお、この
プリズム２１３は、その傾斜面と、各シャッタＳ１，Ｓ
２を通過した光の光路とが夫々４５°をなすように、配
置されている。そして、第２の光源２１２及びプリズム
２１３間の光路上には、この第２の光源２１２側から順
に、励起光フィルタ２１５，第２のホイールＷ２，及
び，第２のシャッタＳ２が、配置されている。
【００５１】励起光フィルタ２１５は、第２の光源２１
２から発せられた光のうちの励起光の成分のみを抽出し
て透過させる。この励起光フィルタ２１５を透過した励
起光は、第２のホイールＷ２へ向う。図３（ｂ）に示さ
れるように、この第２のホイールＷ２は、円板状に形成
されるとともに、その外周近傍のリング状領域に開口Ａ
が形成されている。この開口Ａには、励起光を透過させ
る透明部材が填め込まれている。なお、この図３（ｂ）
に示される例では、この第２のホイールＷ２の開口Ａ
は、その外周近傍のリング状領域における３／４以上の
長さに亘って、開けられている。
【００５２】そして、この第２のホイールＷ２は、図示
せぬモータに連結されており、このモータに駆動されて
回転する。なお、この第２のホイールＷ２は、励起光フ
ィルタ２１５を透過した励起光の光路上に、その開口Ａ
を挿入可能に、配置されている。
【００５３】この第２のホイールＷ２の開口Ａを透過し
た励起光は、第２のシャッタＳ２へ向う。この第２のシ
ャッタＳ２は、入射した励起光を遮断又は通過させるこ
とができる。そして、この第２のシャッタＳ２を通過し
た光は、プリズム２１３により反射され、以降、上記の
Ｇ光，Ｂ光，及びＲ光の光路と同じ光路を進み、ライト
ガイド１４へ入射する。
【００５４】なお、各ホイールＷ１，Ｗ２に夫々連結さ
れた各モータ，及び，各シャッタＳ１，Ｓ２は、図示せ
ぬ信号線を介してタイミングコントローラ２３に接続さ
れている。そして、これら各ホイールＷ１，Ｗ２及び各
シャッタＳ１，Ｓ２は、タイミングコントローラ２３か
ら出力された基準信号に基づいて、夫々動作する。な
お、各シャッタＳ１，Ｓ２は、切換機構に相当する。
【００５５】図４は、光源部２１及びＣＣＤ１５におけ
る動作のタイミングチャートである。この光源部２１に
おける各ホイールＷ１，Ｗ２は、互いに等しい所定の速
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度で回転する。そして、第１のホイールＷ１が１回転す
る間に、その各フィルタＷ１Ｇ，Ｗ１Ｂ，Ｗ１Ｒは、第
１の光源２１１から射出された白色光の光路中に、順に
１回ずつ挿入される。このため、第１のホイールＷ１が
１回転する期間中に、白色光は、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光の順
に１回ずつ変換されて、第１のシャッタＳ１へ向う。
【００５６】この第１のホイールＷ１が１回転する間
に、第２のホイールＷ２も１回転する。そして、この第
２のホイールＷ２が１回転する間に、その開口Ａは、励
起光フィルタ２１５を透過した励起光の光路中に、１回
挿入される。このため、第２のホイールが１回転する期
間中において、その１回転に相当する期間よりも短い所
定の期間のみ、励起光は、当該第２のホイールＷ２の開
口Ａを透過して第２のシャッタＳ２へ向う。
【００５７】即ち、第１のホイールＷ１が１回転する期
間中に、第２のホイールＷ２も１回転するので、当該期
間中に、第１のシャッタＳ１へはＧ光，Ｂ光，Ｒ光が順
に１回ずつ入射し、第２のシャッタＳ２へは励起光が１
回入射する。
【００５８】これら各シャッタＳ１，Ｓ２は、図４の
「通過」期間において光を通過させ、図４の「遮断」期
間において光を遮断している。そして、第１のシャッタ
Ｓ１が光を通過させている期間には、第２のシャッタＳ
２が光を遮断している。なお、この期間は、各ホイール
Ｗ１，Ｗ２が１回転する期間に相当する。従って、この
期間中に、第１のシャッタＳ１がＧ光，Ｂ光，Ｒ光を１
回ずつ通過させる。
【００５９】一方、第１のシャッタＳ１がＧ光，Ｂ光，
Ｒ光を遮断している期間には、第２のシャッタＳ２が光
を通過させている。なお、この期間は、各ホイールＷ
１，Ｗ２が１回転する期間に相当する。従って、この期
間中に、第２のシャッタＳ２は、励起光を１回通過させ
る。
【００６０】即ち、各ホイールＷ１，Ｗ２が２回転する
期間中に、ライトガイド１４へは、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，
及び励起光が、順に入射する。このライトガイド１４へ
入射した光は、該ライトガイド１４に導かれ、内視鏡１
先端の図示せぬ配光レンズから、被検体へ向けて射出さ
れる。このため、被検体は、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，及び励
起光により、順に繰り返し照明される。
【００６１】この被検体がＧ光により照明されると、図
示せぬ対物レンズは、当該被検体のＧ光による像を、Ｃ
ＣＤ１５の撮像面近傍に形成する。なお、この被検体が
Ｇ光により照明されている期間が、ＣＣＤ１５における
「Ｇ蓄積」期間に相当する（図４参照）。この「Ｇ蓄
積」期間中にＣＣＤ１５において蓄積された電荷は、直
後の「Ｇ転送」期間中に、画像信号処理部２４へ送信さ
れる。すると、この画像信号処理部２４は、被検体のＧ
光による画像信号（Ｇ画像信号）を取得する。
【００６２】この被検体がＢ光により照明されると、図
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示せぬ対物レンズは、当該被検体のＢ光による像を、Ｃ
ＣＤ１５の撮像面近傍に形成する。なお、この被検体が
Ｂ光により照明されている期間が、ＣＣＤ１５における
「Ｂ蓄積」期間に相当する。この「Ｂ蓄積」期間中にＣ
ＣＤ１５において蓄積された電荷は、直後の「Ｂ転送」
期間中に、画像信号処理部２４へ送信される。すると、
この画像信号処理部２４は、被検体のＢ光による画像信
号（Ｂ画像信号）を取得する。
【００６３】この被検体がＲ光により照明されると、図
示せぬ対物レンズは、当該被検体のＲ光による像を、Ｃ
ＣＤ１５の撮像面近傍に形成する。なお、この被検体が
Ｒ光により照明されている期間が、ＣＣＤ１５における
「Ｒ蓄積」期間に相当する。この「Ｒ蓄積」期間中にＣ
ＣＤ１５において蓄積された電荷は、直後の「Ｒ転送」
期間中に、画像信号処理部２４へ送信される。すると、
この画像信号処理部２４は、被検体のＲ光による画像信
号（Ｒ画像信号）を取得する。
【００６４】一方、被検体に励起光が照射されると、当
該被検体は自家蛍光を発する。このため、被検体に励起
光が照射されると、図示せぬ対物レンズへは、この被検
体において反射された励起光，及び該被検体により発せ
られた自家蛍光が、入射する。但し、励起光は、図示せ
ぬ励起光カットフィルタにより遮断されるので、ＣＣＤ
１５の撮像面近傍には、被検体の自家蛍光による像が形
成される。なお、この被検体に励起光が照射されている
期間が、ＣＣＤ１５における「Ｆ蓄積」期間に相当す
る。この「Ｆ蓄積」期間中にＣＣＤ１５において蓄積さ
れた電荷は、直後の「Ｆ転送」期間中に、画像信号処理
部２４へ送信される。すると、画像信号処理部２４は、
被検体の自家蛍光による画像信号（Ｆ画像信号）を取得
する。
【００６５】上記のように、画像信号処理部２４は、Ｇ
画像信号，Ｂ画像信号，Ｒ画像信号，及びＦ画像信号
を、順次繰り返し取得する。以下に、この画像信号処理
部２４における画像処理について説明する。図５は、こ
の画像信号処理部２４の構成を示すブロック図である。
【００６６】この図５に示されるように、画像信号処理
部２４は、Ａ／Ｄコンバータ２４１，通常画像メモリ２
４２，蛍光画像メモリ２４３，及び画像比較器２４４
を、備えている。Ａ／Ｄコンバータ２４１は、ＣＣＤ１
５，通常画像メモリ２４２，及び蛍光画像メモリ２４３
に、夫々接続されている。そして、このＡ／Ｄコンバー
タ２４１は、ＣＣＤ１５から出力されたＧ画像信号，Ｂ
画像信号，Ｒ画像信号，及びＦ画像信号を、順次取得し
てＡ／Ｄ変換することにより、Ｇ画像データ，Ｂ画像デ
ータ，Ｒ画像データ，及びＦ画像データを、順次出力す
る。なお、ＣＣＤ１５から出力された画像信号は、増幅
された後に、このＡ／Ｄコンバータ２４１に入力されて
もよい。
【００６７】通常画像メモリ２４２は、表示装置４の画
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面上の各画素におけるＲＧＢ各色に対応させた記憶領域
を有している。一方、蛍光画像メモリ２４３は、表示装
置４の画面上の各画素に対応させた記憶領域を有してい
る。即ち、通常画像メモリ２４２は、カラー画像データ
を記憶することができ、蛍光画像メモリ２４３は、モノ
クロ画像データを記憶することができる。
【００６８】これら通常画像メモリ２４２及び蛍光画像
メモリ２４３は、タイミングコントローラ２３に夫々接
続されている。そして、通常画像メモリ２４２は、Ａ／
Ｄコンバータ２４１からＧ画像データ，Ｂ画像データ，
及びＲ画像データが出力される際に、これら各データを
夫々取得して格納することにより、被検体のカラー画像
データ（通常画像データ）を生成する。一方、蛍光画像
メモリ２４３は、Ａ／Ｄコンバータ２４１からＦ画像デ
ータが出力される際に、当該データを取得して格納する
ことにより、被検体の自家蛍光によるモノクロ画像デー
タ（蛍光画像データ）を生成する。
【００６９】画像比較器２４４は、通常画像メモリ２４
２，蛍光画像メモリ２４３，及び画像混合回路２４５
に、夫々接続されている。そして、この画像比較器２４
４は、蛍光画像メモリ２４３内のＦ画像データを取得す
るとともに、通常画像メモリ２４２内の通常画像データ
から、Ｒ画像データのみを抽出する。さらに、この画像
比較器２４４は、Ｆ画像データからＲ画像データを減算
して特定画像データを出力する。従って、このＲ画像デ
ータは、被検体のＲ光によるモノクロ画像データに相当
し、後述の診断用画像データ生成のための参照画像デー
タに相当する。
【００７０】さらに、画像信号処理部２４は、タイミン
グコントローラ２３に夫々接続された画像混合回路２４
５，Ｄ／Ａコンバータ２４６，及びエンコーダ２４７
を、備えている。画像混合回路２４５は、通常画像メモ
リ２４２，及び画像比較器２４４に夫々接続されてい
る。そして、この画像混合回路２４５は、通常画像メモ
リ２４２から出力された通常画像データ，及び，画像比
較器２４４から出力された特定画像データを加算するこ
とにより、診断用画像データとして出力する。
【００７１】Ｄ／Ａコンバータ２４６は、画像混合回路
２４５及びエンコーダ２４７に、夫々接続されている。
このエンコーダ２４７は、表示装置４に接続されてい
る。そして、画像混合回路２４５から出力された診断用
画像データは、Ｄ／Ａコンバータ２４６によりＤ／Ａ変
換され、さらに、エンコーダ２４７において表示装置４
における表示に必要な信号が付加される。このエンコー
ダ２４７から出力された信号は、表示装置４の画面上に
表示される。即ち、この表示装置４の画面上には、診断
用画像が動画表示される。
【００７２】以下に、画像比較器２４４及び画像混合回
路２４５における診断用画像生成処理について、図６を
参照して、さらに説明する。この図６の（ａ）は、蛍光
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画像メモリ２４３内の蛍光画像データによる蛍光画像
を、模式的に示している。この図６の（ａ）は、内視鏡
１の先端部が生体の管腔に対向している際に取得された
蛍光画像である。なお、この蛍光画像において、管腔の
奥Ｐ，鉗子孔から突出した鉗子Ｑ及びその影Ｑ’，並び
に病変部分Ｔは、暗くなっている。
【００７３】一方、図６の（ｂ）は、通常画像データか
ら抽出されたＲ画像データ（参照画像データ）による参
照画像を、模式的に示している。この参照画像におい
て、管腔の奥Ｐ，鉗子Ｑ及びその影Ｑ’は、暗くなって
いる。但し、病変部分Ｔは暗くなっていない。
【００７４】そして、画像比較器２４４において、蛍光
画像データにおける各画素の輝度値から参照画像データ
における各画素の輝度値が夫々所定の処理後減算される
と、病変部分Ｔのみを含んだモノクロ画像データ（特定
画像データ）が生成される。図６の（ｃ）は、この特定
画像データによる特定画像を模式的に示している。
【００７５】さらに、画像混合回路２４５は、通常画像
メモリ２４２内に格納された通常画像データと、画像比
較器２４４において生成された特定画像データとを、加
算することにより、診断用画像データを生成する。図６
の（ｅ）は、この診断用画像データによる診断用画像を
模式的に示している。
【００７６】即ち、この画像混合回路２４５は、図６の
（ｄ）に示された通常画像と、図６の（ｃ）に示された
特定画像とを重ね合わせて、図６の（ｅ）に示された診
断用画像を生成する。なお、この画像混合回路２４５
は、特定画像に含まれた病変部分Ｔを、特定の色（例え
ば青）として、通常画像データに重ね合わせる。従っ
て、診断用画像データにおいて、カラー画像として表現
された被検体像上に、病変部分Ｔが特定の色に着色され
て表現されている。
【００７７】この診断用画像データは、Ｄ／Ａ変換され
た後に所定の信号が付加されて、表示装置４の画面上に
動画として表示される。そして、術者は、この診断用画
像を観察することにより、病変部分Ｔの形状及び位置
を、容易に認識することができる。なお、表示装置４の
画面上には、診断用画像と通常画像とが、並べられた状
態で表示されてもよい。
【００７８】上述のように、この電子内視鏡装置は、通
常画像データにおけるＲ画像信号の成分を、診断用画像
データ生成用の参照画像データとして流用している。こ
のため、光源部２１が、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光，及び励起光
を繰り返し射出することにより、この画像信号処理部２
４は、診断用画像データを動画データとして生成するこ
とができる。なお、Ｒ光は、Ｂ光やＧ光に比べて、生体
組織や血液等に吸収されにくい。このため、通常画像デ
ータにおけるＲ画像信号の成分は、生体組織や血液等に
よる影響を受けにくいので、参照画像データとして適し
ている。
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【００７９】また、この光源部２１が、参照画像取得の
ためだけに参照光を射出する必要がないので、当該光源
部２１の光路系の構成が従来に比べて簡素化する。即
ち、図８に示された従来例における励起光は、３つのプ
リズム８５，８８，９１を経てライトガイド８７に入射
しているのに対し、図２に示された本実施形態の励起光
は、単一のプリズム２１３を経てライトガイド１４に入
射している。
【００８０】このため、本実施形態における励起光は、
従来の場合に比べてその光量の減少量が少なく抑えられ
ている。即ち、本実施形態の電子内視鏡装置では、被検
体に対して、強い励起光を照射することができる。従っ
て、被検体からは充分な強度の自家蛍光が発せられるの
で、この電子内視鏡装置は、鮮明な蛍光画像及び診断用
画像を得ることができる。
【００８１】さらに、この光源部２１における構成が簡
素化すると、部品点数が減少し、製造時の組立工数が減
少するとともに、各光学部材の光軸調整が容易になる。
このため、製品の製造コストが低減する。
【００８２】また、図３の（ｂ）に示されるように、こ
の光源部２１の第２のホイールＷ２における開口は、図
９の（ｂ）に示された従来例による第２のホイール９０
の開口よりも、周方向に沿って長くなっている。このた
め、これら両ホイールＷ２，９０が互いに等速で回転す
る場合に、本実施形態のホイールＷ２から射出される励
起光の射出時間は、従来のホイール９０から射出される
励起光の射出時間よりも、長くなる。従って、本実施形
態によると、ＣＣＤ１５における自家蛍光の蓄積期間
（Ｆ蓄積期間）は、従来の場合よりも長く設定される。
このＦ蓄積期間が長く設定されることにより、鮮明な蛍
光画像及び診断用画像が得られる。
【００８３】＜第２実施形態＞本実施形態による内視鏡
装置は、第１実施形態の電子内視鏡装置の構成におい
て、上記光源部２１の代わりに、本実施形態の光源部Ｌ
が設けられた点を、特徴としている。図７は、この光源
部Ｌの構成図である。この図７に示されるように、光源
部Ｌは、可視帯域，及び励起光として利用可能な帯域の
成分を含んだ光を平行光として発する光源Ｌ１を備えて
いる。
【００８４】さらに、この光源部Ｌは、その光源Ｌ１か
ら発せられた光の光路上に配置されたダイクロイックミ
ラーＬ２を、備えている。このダイクロイックミラーＬ
２は、光源Ｌ１から射出された光のうちの可視帯域の成
分を白色光として透過させるとともに、励起光として利
用可能な帯域の成分を励起光として反射させる。なお、
このダイクロイックミラーＬ２により反射された励起光
は、該ダイクロイックミラーＬ２を透過した白色光の進
行方向に対して垂直な所定の方向へ進む。このダイクロ
イックミラーＬ２は、分離素子に相当する。
【００８５】このダイクロイックミラーＬ２を透過した
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白色光の光路上には、第１のホイールＷ１，第１のシャ
ッタＳ１，プリズムＬ３，絞りＬ４，及び集光レンズＣ
が、順に設けられている。なお、第１のホイールＷ１及
び第１のシャッタＳ１は、上記第１実施形態と同様に構
成されている。
【００８６】そして、第１のホイールＷ１に入射した白
色光は、Ｇ光，Ｂ光，及びＲ光に順次繰り返し変換され
て、第１のシャッタＳ１へ向う。これらＧ光，Ｂ光，及
びＲ光は、第１のシャッタＳ１が光を通過させる期間中
にのみ、プリズムＬ３へ向う。
【００８７】このプリズムＬ３は、その傾斜面に、可視
光を透過させるとともに励起光を反射させるＵＶ反射膜
が蒸着されている。このため、プリズムＬ３に入射した
可視光（Ｇ光，Ｂ光，Ｒ光）は、当該プリズムＬ３を透
過して、絞りＬ４へ向かう。この絞りＬ４は、入射した
Ｇ光，Ｂ光，及びＲ光を光量調節する。光量調節された
Ｇ光，Ｂ光，及びＲ光は、集光レンズＣにより、ライト
ガイド１４の基端（入射端）面に収束される。
【００８８】一方、ダイクロイックミラーＬ２により反
射された励起光の光路上には、第１のミラーＬ５が配置
されている。この第１のミラーＬ５は、入射した励起光
を、ダイクロイックミラーＬ２を透過した白色光に対し
て平行かつ同じ向きへ、反射させる。
【００８９】この第１のミラーＬ５により反射された励
起光の光路上には、第２のホイールＷ２及び第２のミラ
ーＬ６が、順に配置されている。なお、この第２のホイ
ールＷ２は、上記第１実施形態と同様に構成されてい
る。そして、この第２のホイールＷ２の開口を透過した
励起光は、第２のミラーＬ６へ向う。この第２のミラー
Ｌ６は、入射した励起光を、その光路が、第１のシャッ
タＳ１を通過したＧ光，Ｂ光，及びＲ光の光路とプリズ
ムＬ３の傾斜面において直交するように、反射させる。
なお、各ミラーＬ５，Ｌ６は、導光部に相当する。
【００９０】この第２のミラーＬ６及びプリズムＬ３間
の光路上には、第２のシャッタＳ２が配置されている。
なお、この第２のシャッタＳ２は、上記第１実施形態と
同様に構成されている。そして、この第２のシャッタＳ
２を通過した励起光は、プリズムＬ３において反射さ
れ、以降、Ｇ光，Ｂ光，及びＲ光と同じ光路を進み、ラ
イトガイド１４に入射する。
【００９１】なお、各ホイールＷ１，Ｗ２，及び各シャ
ッタＳ１，Ｓ２は、夫々、第１の実施形態と同様に動作
する。従って、ライトガイド１４へは、Ｇ光，Ｂ光，Ｒ
光，及び励起光が、順に繰り返し入射する。そして、本
実施形態の電子内視鏡装置は、上記第１の実施形態と同
様に、診断用画像を生成して表示する。
【００９２】上述の本実施形態の電子内視鏡装置におけ
る光源部Ｌは、光源Ｌ１を１つのみ有している。即ち、
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この光源部Ｌの構成は、励起光用の光源及び可視光用の
光源を備えた構成に比べて、簡素化している。このた
め、部品点数が減少し、製造時の組立工数が減少すると
ともに、各光学部材の光軸調整が容易になる。従って、
製品の製造コストが低減する。
【００９３】
【発明の効果】以上のように構成された本発明の電子内
視鏡装置は、診断用画像を動画として取得するための可
視光及び励起光を発する光源部の光路系が簡素化されて
いる。このため、可視光及び励起光は、当該光路系にお
いてあまり弱められることなく、充分な強度で被検体へ
向けて照射される。従って、被検体の診断用画像は、鮮
明な動画として表示される。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施形態による電子内視鏡装置の概
略構成図
【図２】  本発明の第１実施形態の光源部の構成図
【図３】  本発明の第１実施形態のホイールの構成図
【図４】  光源部及びＣＣＤにおける動作のタイミング
チャート
【図５】  画像信号処理部の構成を示すブロック図
【図６】  診断用画像生成処理を示す説明図
【図７】  本発明の第２実施形態の光源部の構成図
【図８】  従来の光源部の構成図
【図９】  従来のホイールの構成図
【符号の説明】
１      電子内視鏡
１４    ライトガイド
１５    ＣＣＤ
１５ａ  ＣＣＤドライバ回路
２      外部装置（プロセッサ）
２１    光源部
２１１  第１の光源
２１２  第２の光源
２１３  プリズム
Ｗ１    第１のホイール
Ｗ２    第２のホイール
Ｓ１    第１のシャッタ
Ｓ２    第２のシャッタ
Ｃ      集光レンズ
２２    システムコントローラ
２３    タイミングコントローラ
２４    画像信号処理部
４      表示装置
Ｌ      光源部
Ｌ１    光源
Ｌ２    ダイクロイックミラー
Ｌ３    プリズム
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